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 当社にはソリューションコーディネーター（以下、SC）という職種がある。 

 SCとは、顧客、アカウント営業部隊、システムエンジニアをコーディネートし、ビジネ

ス戦略を考え、プロジェクトを成功に導く役割を担っている。 

 私は事業戦略を考える立場とともに人材育成の企画・推進の役割も担っている。BABOK

は SC の事業推進力を高めるに相応しい知識体系であると考え、SC への BABOK 普及を

狙い、自らがまず CCBA合格を目指すことにした。 

 CCBA 日本語ペーパー試験は残念ながら不合格だった。しかし諦めず CCBA 日本語

CBT試験に再受験し合格した。日本語 CBT試験の様子など参考になればと思う。 

 

記 

 

1. 受験準備（初回受験申請と再受験申請） 

 IIBA 日本支部主催「CCBA&CBAP 説明会」に CCBA 受験に関する概要を把握した。

次に、富士ゼロックス教育研究所主催「CCBA 資格試験対策セミナー」の研修に参加し、

CCBA受験資格である CDU21ポイントを獲得し、CCBA受験申請手続き及び受験対策を

始めた。初回受験申請手続きは本研修により安心して行うことができた。 

 さて、日本語 CBT 再受験申請は IIBAとしても初めてだったためか面倒ではあったが無

事申請できた。 

 日本語 CBT再受験申請の流れは以下のとおりである。 

 ・Re-Write Exam Registration Formを作成し、IIBAに再受験申請と受験費用を 

PayPalで支払いたい旨のメールを英語で送る。 

 ・IIBAから PayPalでの支払い案内メールが届き、受験料を支払う。 

・初回受験日から 3ヶ月後に、CastleWorld社からメールが届き、メールに記載ある 

手順で希望受験場所と日時を登録する。 

 ・CastleWorld社から「SCHEDULING CONFIRMATION NOTICE（AdmissionTicket） 

が届く。 

  ※Your Examinationに日本語と明記されているか確認すること 

  ※フリーサンプルテストの URLが案内されているので必ず実施しておくこと。 

  



2. 学習 

 日本語ペーパー試験までは模擬試験や練習問題を中心に対策していた。しかしビジネス

アナリシスの全体像を把握しきれておらず頭の中で体系化ができていなかったため不合格

だった。 

 再受験にあたり、1)全体像把握、2)特徴点の整理、3)演習問題対策、4)全体像把握（復習）

というステップで学習した。 

 使用した参考書は、 

 ・『CBAP/CCBAビジネスアナリシス認定スタディガイド（上・下）』（トリフォリオ） 

 ・『BABOK入門』（日本能率協会マネジメントセンター） 

 ・『BABOKガイド』（IIBA日本支部） 

 の 3種類である。 

1) 全体像把握 

・スタディガイドを一読する。BABOKガイドははっきり言って読みづらい。 

・知識エリアの関係図をまず暗記し、次に知識エリア名とタスク名を暗記した。 

2) 特徴点の整理 

・スタディガイドの中にある「試験攻略のワンポイント」を確実に把握した。 

・タスク固有のテクニックや、あるタスクのアウトプットはあるタスクの唯一の 

インプットになるものがある。それらを特に注意しつつ関連性を把握した。 

・スタディガイドの巻末資料が非常に役立った。 

3) 演習問題対策 

・スタディガイドと BABOK入門の練習問題、模擬試験を確実に回答できるように 

した。間違った部分は BABOKガイドでチェックした。 

4) 全体像把握（復習） 

・3)間違った箇所を意識しながらスタディガイドを再度丁寧に読み返した。 

 なお、BABOKガイド 8.基礎コンピテンシ、9.テクニック 各種モデリングの学習は、 

スタディガイドだけでなく、BABOKガイドも活用した。 

 

3. 受験（日本語 CBT 試験） 

 受験の流れは以下のとおりである。 

 ・テンプル大学の試験受付で試験名、受験者名を伝え、身分証明書を見せる。 

 ・試験受付前に椅子が並べてあり、その場所で最後の復習を行える。 

 ・試験開始 15分前まで放置された後に、試験案内が始まり試験会場に案内される。 



 ・試験会場は広く、CBT端末が前方の机にあり、後方の机に荷物、貴重品などを置く。 

 ・試験の前に、“英語“で受験に関する注意事項が表示される。訳がわからなくても全部 

にチェックして同意すれば良い。 

（全部にチェックして同意しないとテストが始まらない） 

 ◯問題 

 ・日本語ペーパー試験と比較し、設問は短文である。また設問は日本語訳が不自然で 

あり説明不足の面が散見し、選択肢から設問の意図を理解する必要がある。 

 ・各知識エリアの目的及び要素、基礎コンピテンシを確実に理解しておくと良い。 

 ・「要求」に関わる知識エリア、タスク、インプット、アウトプットを理解しておくこと。 

 ・選択肢にある限定や比較を示す修飾語句を注意して読むこと。 

 

4. 受験後 

 ・すべての設問回答後に submitをクリックすると即座に合格・不合格が表示される。 

 ・試験会場にプリンタが設置されていないため合格証を出力できない。デジタルカメラ 

で画面撮影して持ち帰ることになるのでカメラやカメラ機能付き携帯・スマホを持参 

すること。 

 ・約 2週間後に IIBAから合格通知がメールで届く。 

 

5. その他 

 学習に関して、私は iPadを活用した。 

 IIBA 日本支部のサイトから BABOK ガイドの PDF 版をダウンロードし、iPad アプリ

「GoodReader」によって、読む、マーカーする、ブックマークする、用語を検索するな

どが素早くできるようになりとても重宝した。 

 

 

今回の CCBA受験手続き及び対策について、ご支援いただいた皆様に深く感謝致します。 

今後は BA 研究部会にも出席させていただき、実務への展開に努めていきたいと考えてい

ます。 

 

以上 


